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JGAP認証農場商談会開催決定
～FOODEXJAPAN2009特設会場にて

　ア ジ ア 最 大 の 食 品 見 本 市 である

「FOODEXJAPAN2009」（国際食品・飲料展　

会場：幕張メッセ）の特設会場にて、3 月

3 日(火)～ 6 日（金）ＪＧＡＰ認証農場の

合同商談会の開催がＮＰＯ法人日本ＧＡ

Ｐ協会の主催で決定した。実行委員長は、

協会の理事である当社上杉社長、副委員

長は㈱イトーヨーカ堂執行役員戸井和久

氏、㈱シジシージャパン取締役辻信之氏、

事務局長はＪＧＡＰ協会武田専務理事。

商談会には、全国のＪＧＡＰ認証農場、Ｊ

ＧＡＰ認証団体が一堂に集まる。ＪＧＡ

Ｐ認証農場・団体を高く評価する農産物

バイヤーも多数集まる予定で、適切な農場管理を実践しているＪＧＡＰ認証農場と、信頼できる調達

先を探している農産物バイヤーによる商談会である。来場予定者は、日本ＧＡＰ協会の理事・会員企

業のバイヤー、海外の日本農産物バイヤー及び９万人以上の FOODEX 来場者である。ＪＧＡＰ認証農場

にとって、安定した販売先、販売パートナーを開拓するチャンス。

ＪＧＡＰ認証農場は、｢信頼できる農場｣の目印
　2009 年、ＪＧＡＰ認証農場の「適切な農場管理」が高く評価される時代がやってきた。その幕開け

となるイベントが、「ＪＧＡＰ認証農場合同商談会」である。これから、農産物売買の前提が変わり、

ＪＧＡＰ認証農場は、｢信頼できる農場｣の目印になっていく。食品原料仕入れ担当者にとって、安心し

て食材を確保できる農場として、また品質基準を設定し、美味しさや栄養価、抗酸化機能を追求した

ＰＢ商品の取り組み産地・農場として活用できる。農水省と経産省が共同で促進する「農商工連携」

においては、食の安全を担保する信頼と責任の連鎖が重要であり、ＪＧＡＰは農業現場のプラット

フォームとしての役割が期待されている。

ＪＧＡＰ商談会への期待
　ＪＧＡＰ普及は食の安全が追い風となり、昨年末には指導員数も1800 名を超え認証農場も250（12/

31 現在）に達した。肥料商が支援した 18 農場が 1 年間で認証を取得するなど、肥料業界でも普及へ

の関心が高い。私どもが手がけたＪＧＡＰ農場には、食品流通会社が審査過程から注目をし、農産物

を高値販売できた例もあるが、これから取得される農場の方々の最大の関心事は農産物の販売である。

しかし、残念ながら、ＪＧＡＰ農産物は量的にも限界があることから、知名度が全国的でない弱点を

持つ。今回の商談会には流通関係の方々のミニ公演が毎日予定されている他、認証農家に加えこれか

ら取得する意思のある農家の参加も予定されている。FOODEX という大きな場において、多くの方のよ

り一層の関心を呼ぶことは間違いなく、知名度向上に大きな期待がかかる。皆様の奮ってのご来場、

ご参加をお願い致します。
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インフルエンザがピークを迎える時期になりました。飛沫感染しますので、ただの風邪と思いすごし

て咳やくしゃみをしている方は周囲の方の為にも是非マスクの着用を。湿度を保ち、手洗い励行です。
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ＪＧＡＰ導入指導現場から
ＪＧＡＰ指導員登録番号709番　㈱愛農　千田信明

710番　㈱愛農　島倉孝司
　北海道旭川市の“リストランテ フォレスタ・ヴェルデ”では「近

郊新鮮野菜」をテーマに、旭川空港の近く北海道上川郡東川町「ド

リームファーム井澤」にて井澤さんが一生懸命育てた野菜を使用し

ている。契約野菜は、アスパラ・トマト・ミニトマト・ブロッコリー・大根・玉葱・スティックセニョー

ル等。井澤さんは、ブロッコリー・大根・人参・カボチャ・ミツバ・ミニトマトなど約 200ha 土壌分

析に基づくバランスのとれた土作りで減農薬・減化学肥料栽培による安全な野菜作りを目指している。

　昨年、井澤社長と専務は三菱商事アグリサービス㈱と当社共催のＧＡＰセミナーを受講した。そし

て、これからはＪＧＡＰ認証農場にならないと農業経営は難しいと判断するに至った。確りした農場、

信頼できる農場になるには、第三者の審査認証の仕組みがありグローバルＧＡＰと同等性認証を取得

したＪＧＡＰを導入しようと、1/21 に 20 歳代から 70 歳代までの老若男女社員総勢 38 名がＪＧＡＰの

研修会を受講した。ＪＧＡＰ認証取得には、農場で働く皆の意識改革が必要と判断したからである。

ノートをとって勉強するのは何年振りだろうという高齢者の方々。４時間の講習で、誰一人として居

眠りする人は居なかった。
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新春恒例サラリーマン川柳。今回も第一生命の「第 21 回サラ

リーマン川柳ベスト100」より当紙が選んだ傑作首をお送りす

る。（川柳に使用されている文字・雅号は全てそのまま掲載し

ております）　第一生命「サラリーマン川柳」より抜粋

サラ川決定版
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